
、



☆複素数平面 _ので割った
Tッ<のか、複素数平面上で
［図形的で考えるの
か、

1が-2-f+4=0 と同値 .

'具体的に？ そのまま変形？ これを fについて解くと、

T h i ? rhosO t i s in0）？ f = 1 t . f i →
Dで絞るので

極形式へ常にいろんな方向の意識を持っておく！

数学塒講の
複素数平面
も参考に
秘"が

=24E± is i n E）
このうちのを満たすのは

O E a r g （

!

s o . . . O f に， のみである。42-2p+
pた。

. . E同次式 ※ 細かい話 .282-13×+p+2）r+（み
り（ttp）=0./.

"

がこ ItBiのもと.Iを満たす（の.Rt）が
存在するかを確認しないと確定しないのが解ける
で は ？ → 今回は t.P.irが存在すること① とこれで

OKそう は前提なので、f=Its i で確定でok.



メとBの図形的な情報 に）詳しい初見の試行錯誤は
→ Iの極形式が役に立つ、 前回の初見動画で！

8の候補は3種類、f=2（cos E t i s i n E） より、

#

→ xとの位置関係で Iは確定する.
点pの0からの距部主は → 8と Pを Xで表せるので、一
点Xの0からの距部主の ③でのを求めればok！（式でのプロの

2倍で
あり、
点には
0を if

I→ ③をそのまま考えるのがメンドい
中心に点のを E回転させた →因数分解に気付けると良い 膨た朝

に点となる。 2X-1のP） - -1の
正六角形 0ABCDEにおいて、この条件 1 -（d+1） - -（2×+2）

を満たすのは、点 の が 1 - 𥫣 ，

2 は川（ttp） -13の+0+2）
のときのみである。

③ より （28-1×+0）（r-1の川）=o

f = が

❤

_，の+1



→ どっちも考えないといけない . . .？ （i）点 rがBと一致するとき、
→ 図形的考察が活きる！ がBluesE t i si nE）！ 13点での 母 の〆 + 1 が鬮

= I t

#

I ）30

孌！！
！爀が
関

方向に +1移動 であるので、器な
し！

では図形的に！

#

※「※
点 B

(E+Ei）の=×+1
0

0 - A 点 の
i f ' s x = 1

→ ありえない！ 点は一

#

点 r

2

→ これを断る。
→ありえる！

が い た
=「8で_

ここで. に t は、点8がAとCの中点
であることを表すが、点8は正六角形の頂点 →Bと rは計算してもいいが、複素数平面
より不適。よってFdtleを考えればよい。 上で視覚的に出す方がラク



このとき正六角形oABCDEとは，Mr）は、 to i l e t
-_-いた_蕺撰'灞

た点に
初潮
斑
唹""は

Im八

点の 点 rは啡にジ
𦥯..！：：！！！！

!

蹰
燕に

（ii）点8がDと一致するとき、

Iiiなので、 点※店

" #

"

B
に い I よ り . open叔は、8）=（だがジジ.ee?i-）
（Bi.I）が I



(iii）点8がEと一致するとき、点 B -i t i sini.点※プ 3霽鳳
舞！た

=が E i
O H i t tなので、8=×+1より、 点、

点の

HE）のない
が 一一高

"

※
う

（EE i）に-1 "

が一言で
→ _

|咷
喆、.

$

で、

- _ - 。
このとき正六角形oABCDEとは，p,r）は、

☆ に " ' か ら は
そもそも全て図形的に考えていってもOK.
例えば一、13（点 r）はA（点の）
を複素数平面上で実軸
動かしたとこになるので、



Im八E D型懕懟：
蘭.in |ここも固定→1辺は1で確定
→ 全ての点の位置が確定する！！
他の Iii）（iii）も同様に、Oの位置と、
r - X = 1 により確定する.


